
The Beatles：Norwegian Wood 
 

I once had a girl or should I say she once had me. 

She showed me her room isn't it good 

Norwegian wood? 

She asked me to stay and she told me to sit anywhere 

So I looked around and I noticed there wasn't a chair 

 

I sat on a rug biding my time drinking her wine 

We talked until two and then she said 

 It's time for bed 

 

She told me she worked in the morning 

And started to laugh 

I told her I didn't and crawled off to sleep in the bath 

 

And when I awoke I was alone, this bird had flown. 

So I lit a fire, isn't it good 

Norwegian wood? 

 

 

 

 



昔女をひっかけた、いやほんとうは彼女が俺をひっかけたのかな。 

彼女は俺を部屋に案内したっけ  

ノルウェーの森だぜ  

彼女は俺にゆっくりしてよとせがみどこでも座るようにと言った。 

それで俺は見回したんだが、椅子がないのに気づいた。  

 

俺は床に座り、機会を窺い、彼女と酒を飲んだ。  

俺たちは 2 時までしゃべった  

すると彼女が言った  

寝る時間だわ  

 

彼女は朝が忙しいと言い  

笑い出した。  

俺は忙しくないと彼女に言い浴槽で寝ると言い張った。  

 

そして目が覚めると俺はひとり、小鳥ちゃんは飛び立っていた。  

だから火をつけた  

ノルウェーの森だぜ。  

 



ウィキペディア（英語版）の説明：  
『ノルウェーの森』（『小鳥ちゃんは飛び立った』）は『ラバー・ソウル』

のアルバムの中の 1965 年のビートルズの作品。  
 レノンとマッカートニーの制作で、主にジョン・レノンによって書かれ、

ポール・マッカートニーが協力した。  
 ロックバンドでシタールを演奏した最初の曲で、ジョージ・ハリソンが

弾いている。  
 この歌はレノンのリードボーカルとミドルエイト（ 32 小節から成るポピ

ュラーソングの 3 つ目の 8 小節の部分）でのビートルズのハーモニーが特

徴的な軽快なアコースティックな（エレキでない）バラードである。  
  

この歌の歌詞は歌い手と無名の女（「小鳥ちゃん」）との出会いが描かれ

ている。  
二人は彼女の部屋で酒を飲みながら夜中まで語りあう。  
彼らの浮気が達成されたのかどうかははっきりしない。  
この無名の女はアコースティックギターとシタールの間奏に続いて「寝

る時間よ」と述べて一緒にベッドに潜り込んだような印象を与える。  
しかし、続く詩行で歌い手は「浴槽で寝る」と言い張る。  
「ノルウェーの森」は労働者階級の部屋が安普請の松材で出来ているの

を指している。  
（ ”Norwegian wood”の直訳は「ノルウェー産の材木」であるが、その部

屋がノルウェー産の材木で出来ているから、まるで、ノルウェーの森の中

にいるようだ、との意訳であるとするのが妥当。ただし誤訳だと言われて

いるが、「家具」と訳するのはもっと誤り）。  
（「ランダムハウス英和大辞典」によれば、 ”wood”は①木部、②木材、

材 木 ･･ ･ ･ ･ ･、 ⑦ し ば し ば ”woods”で 集 合 的 に 森 、「 1 つ の 森 」 を 表 す の

に ”wood”も ”woods”も用いる。英国では ”woods”は単数扱い。決して「家具」

は出てこない）。  
最後の 3 行で歌い手は自分と枕を共にしなかったというおそらく復讐心

でその女の床に火を点ける。以下はポールの説明：  
題名が「安い松材」では見劣りがするものね。二人が床に戻るとそこは

ノルウェーの材木がふんだんに使われていたことをもじったんだ。彼女は

この詩のように彼を浴槽で寝かしたが、僕は復讐のためにノルウェーの材

木を燃やすことを思いついた。彼女は「浴槽で寝たら」と彼を導いたが、

男心が復讐心で床に火をつけるのだ。  


